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書　

評

一
七
一
（
四
〇
七
）　

本
書
は
著
者
が
長
年
に
わ
た
っ
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
研
究
成
果

の
中
か
ら
、
古
代
日
本
に
お
け
る
漢
字
・
漢
文
・
仏
教
の
受
容
と

そ
の
歴
史
的
な
展
開
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
論
考
、
お

よ
び
そ
の
関
連
論
文
十
八
篇
を
一
冊
の
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。

文
字
・
文
章
・
宗
教
と
い
う
日
本
の
古
代
文
化
形
成
の
根
幹
に

か
か
わ
る
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
、

著
者
は
文
献
史
学
や
考
古
学
だ
け
で
な
く
、
国
文
学
や
漢
文
学
、

美
術
史
学
や
宗
教
学
と
い
っ
た
関
連
諸
科
学
を
あ
わ
せ
た
広
角
的

な
視
野
か
ら
研
究
を
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
タ
イ
ト
ル
通
り
、

総
合
的
な
古
代
学
論
究
の
書
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
。

評
者
は
川
崎
氏
と
三
十
年
以
上
の
親
交
が
あ
る
が
、
古
代
史
学

に
対
す
る
氏
の
類
い
希
な
る
造
詣
と
、
一
方
で
そ
れ
を
露
わ
に
し

な
い
ス
ト
イ
ッ
ク
で
謙
虚
な
研
究
姿
勢
に
か
ね
が
ね
敬
服
し
て
い

た
。
今
回
、
本
書
を
精
読
し
て
み
て
、
改
め
て
そ
の
思
い
を
強
く

し
た
次
第
で
あ
る
。

本
書
の
感
想
を
一
言
で
表
す
と
、
あ
た
か
も
練
達
の
士
が
、
意

の
赴
く
ま
ま
に
自
然
体
で
書
き
上
げ
た
良
質
の
掌
編
小
説
集
の
よ

う
な
印
象
を
受
け
る
。
淡
々
と
綴
ら
れ
る
文
章
の
行
間
か
ら
は
、

著
者
の
深
い
学
識
と
鋭
い
洞
察
力
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
が
一
種
独
特
の
滋
味
と
な
っ
て
、
論
文
そ
の
も
の
に
心
地
よ
い

余
韻
を
与
え
て
い
る
。
冗
長
で
大
仰
な
「
長
編
小
説
」
し
か
書
け

な
い
評
者
な
ど
に
は
、
と
う
て
い
真
似
の
出
来
な
い
妙
技
で
あ
る

が
、
そ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
た
も
の
は
、
著
者
が
人
知
れ
ず
重
ね

て
き
た
研
鑽
以
外
の
何
物
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
三
部
構
成
で
本
論
十
五
篇
と
付
篇
三
篇
か
ら
成
る
が
、

川
崎
晃
著

　
　『
古
代
学
論
究
─
古
代
日
本
の
漢
字
文
化
と
仏
教
─
』

加
　
藤
　
謙
　
吉

　
書
　
評
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学
　
第
八
二
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第
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号
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七
二
（
四
〇
八
）　

そ
の
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

第
一
部　

列
島
の
漢
字
・
漢
文
と
五
世
紀
の
東
ア
ジ
ア

第
一
章　

倭
王
武
・
百
済
王
余
慶
の
上
表
文
と
金
石
文

第
二
章　

高
句
麗
広
開
土
王
碑
の
基
礎
的
考
察

第
三
章　

列
島
に
お
け
る
五
世
紀
の
文
字
表
記

第
二
部　

倭
王
権
と
七
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
│
倭
国
の
書
記
世

界
│

第
一
章　

天
と
日
の
周
辺
│
治
天
下
・
阿
毎
多
利
思
比

孤
・
日
本
│

第
二
章　

国
号
「
日
本
」
の
成
立
に
関
す
る
覚
書

第
三
章　

古
代
日
本
の
王
言
に
つ
い
て
│
オ
ホ
ミ
コ
ト
・

ミ
コ
ト
・
ミ
コ
ト
ノ
リ
│

第
四
章　

甲
寅
年
銘
光
背
に
み
え
る
王
延
孫
に
関
す
る
一

考
察

第
五
章　
「
山
田
殿
像
」
銘
小
考

第
三
部　

天
平
仏
教
の
諸
相

第
一
章　

僧
正
玄
昉
の
教
学
に
つ
い
て

第
二
章　

天
平
び
と
の
疫
病
対
策
│
奈
良
時
代
の
医
療

（
医
術
と
呪
禁
）
│

第
三
章　

行
基
伝
の
基
礎
的
考
察

第
四
章　

聖
武
天
皇
の
出
家
と
受
戒
を
め
ぐ
る
臆
説

第
五
章　

鑑
真
入
京
の
道

第
六
章　

藤
原
夫
人
と
内
親
郡
主

第
七
章　

古
代
北
陸
の
宗
教
的
諸
相

付
篇
一　
「
殿
」
と
「
殿
門
」
に
つ
い
て

付
篇
二　

紫
香
楽
宮
に
つ
い
て

付
篇
三　

二
人
の
僧
恵
行
に
つ
い
て
│
「
唐
招
提
寺
用
度

帳
」
に
み
え
る
恵
行
再
考
│

第
一
部
の
三
篇
は
、
日
本
列
島
に
お
け
る
漢
字
・
漢
文
の
受
容

の
有
り
様
を
、
東
ア
ジ
ア
社
会
の
国
際
関
係
の
中
で
と
ら
え
よ
う

と
し
た
論
考
。
第
一
章
で
は
倭
王
武
の
上
表
文
（
宋
順
帝
に
奉

呈
）
と
、
同
時
代
の
百
済
王
余
慶
の
上
表
文
（
北
魏
孝
文
帝
に
奉

呈
）
を
比
較
検
討
し
、
そ
の
類
似
性
は
東
ア
ジ
ア
外
交
の
在
り
方

に
起
因
し
、
競
合
す
る
諸
国
が
中
国
王
朝
に
朝
貢
す
る
際
に
、
史

官
が
中
国
文
で
書
い
た
上
表
文
を
奉
呈
し
て
官
爵
を
請
求
し
た
こ

と
に
よ
る
と
す
る
。
倭
・
百
済
と
も
中
国
文
化
に
通
暁
し
た
史
官

を
配
備
し
て
い
た
と
し
、
両
上
表
文
が
同
一
の
百
済
史
官
の
手
に

な
る
と
す
る
説
や
、
百
済
や
倭
の
史
官
が
原
『
晋
書
』
を
参
照
し

た
と
す
る
説
を
批
判
さ
れ
る
が
、
大
国
中
国
と
向
き
合
う
東
ア
ジ

ア
諸
国
の
立
ち
位
置
に
は
、
当
然
一
定
の
共
通
性
が
存
し
た
と
見

る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
著
者
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
も
っ
と
も
理

に
適
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
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一
七
三
（
四
〇
九
）　

第
二
章
で
は
広
開
土
王
碑
文
の
出
典
論
的
研
究
を
行
う
。
広
開

土
王
碑
を
精
査
し
、
碑
文
撰
者
は
『
史
記
』・『
三
国
志
』
や
『
孟

子
』
な
ど
の
漢
籍
に
依
拠
し
つ
つ
、
孟
子
の
王
道
論
に
立
脚
し
た

徳
治
主
義
的
理
念
に
も
と
づ
い
て
、
広
開
土
王
を
軍
事
的
君
主
か

ら
道
義
的
君
主
へ
と
昇
華
し
た
聖
君
像
と
し
て
描
出
し
よ
う
と
し

た
と
指
摘
し
、
そ
こ
に
高
句
麗
版
中
華
思
想
醸
成
の
跡
が
看
取
で

き
る
と
す
る
。
碑
文
の
内
的
批
判
を
通
し
て
、
碑
文
撰
者
の
思
想

的
傾
向
を
探
ろ
う
と
し
て
お
り
、
今
後
の
広
開
土
王
碑
研
究
の
指

針
と
な
る
好
論
と
言
え
よ
う
。

第
三
章
で
は
近
年
、
韓
国
で
相
次
い
で
発
見
さ
れ
て
い
る
木
簡

や
金
石
文
の
文
字
表
記
に
着
目
し
、
五
世
紀
代
の
日
本
列
島
の
金

石
文
の
字
音
表
記
が
、
百
済
な
ど
の
表
記
体
系
の
位
相
に
あ
っ
た

こ
と
を
推
測
す
る
。
と
く
に
著
者
が
扶
余
の
陵
山
里
寺
跡
出
土
の

二
九
七
号
木
簡
に
見
え
る
「
疏
加
鹵
」（
人
名
）
の
「
鹵
」
の
字

と
、
稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
銘
の
「
獲
加
多
支
鹵
」
の
「
鹵
」
が

共
通
す
る
事
実
を
指
摘
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
。
こ
の
こ
と
は
昨

年
末
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
報
告
さ

れ
、「
新
た
な
事
実

0

0

0

0

0

」
と
し
て
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
し
た
が
、
第

一
発
見
者
の
栄
誉
は
あ
く
ま
で
も
著
者
の
側
に
あ
り
、
そ
の
慧
眼

に
た
だ
脱
帽
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

川
崎
氏
は
ま
た
、
最
近
の
国
語
・
国
文
学
に
お
け
る
古
韓
音
の

研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
、
従
来
推
古
朝
遺
音
と
さ
れ
て
き
た
字
音

仮
名
が
用
い
ら
れ
た
時
期
に
は
幅
が
あ
り
、
そ
れ
を
使
用
す
る
史

料
の
作
成
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
る
。
評
者
も

ま
た
『
上
宮
記
』
逸
文
の
検
討
を
通
し
て
、
か
つ
て
同
様
の
見
解

を
述
べ
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
説
に
は
全
く
異
存
が
な
い
が
、
い

わ
ゆ
る
推
古
朝
遺
文
を
め
ぐ
っ
て
は
、『
記
紀
』
に
先
行
す
る
史

料
と
し
て
そ
の
価
値
を
認
め
る
見
方
と
、
そ
れ
を
否
定
す
る
見
方

が
対
立
し
た
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
今
後
の
研
究
の
進
展
の

た
め
に
は
、
多
く
の
研
究
者
を
結
集
し
、
学
際
的
な
視
点
か
ら
こ

の
問
題
を
取
り
上
げ
、
総
合
的
に
検
討
を
重
ね
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
川
崎
氏
に
は
是
非
、
そ
の
牽
引
車
的
な

役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

第
二
部
は
五
篇
の
論
考
か
ら
成
り
、
書
記
世
界
と
い
う
視
座
に

立
脚
し
て
、
七
世
紀
の
倭
王
権
に
お
け
る
世
界
観
や
国
家
観
、
王

言
の
表
記
法
、
金
石
文
の
性
格
な
ど
を
考
察
す
る
。
第
一
章
で
は
、

倭
国
が
倭
王
武
の
時
代
の
中
国
を
中
心
と
す
る
天
下
観
を
相
対
化

し
、
中
国
と
の
地
理
的
東
西
関
係
に
も
と
づ
く
世
界
観
へ
と
転
換

す
る
過
程
を
分
か
り
や
す
く
論
じ
て
い
る
。

第
二
章
で
は
国
号
「
日
本
」
の
成
立
に
つ
い
て
、
中
国
・
朝

鮮
・
日
本
の
各
史
料
の
用
例
に
検
討
を
加
え
、「
日
本
」
の
国
号

の
成
立
の
時
期
を
浄
御
原
令
の
編
纂
期
ま
で
遡
源
さ
せ
、
そ
の
契



史
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〇
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機
を
壬
申
の
乱
後
の
新
羅
に
対
す
る
対
抗
意
識
に
求
め
る
。
興
味

深
い
指
摘
で
あ
る
が
、
新
羅
に
対
す
る
優
位
性
の
保
持
の
た
め
に

「
日
本
」
の
国
号
が
採
用
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
に
は
、
若
干
の
疑

問
が
残
る
。
道
顕
の
『
日
本
世
記
』
の
成
立
は
「
釈
道
顕
」
の

「
釈
」
の
法
名
よ
り
推
し
て
八
世
紀
初
頭
と
み
ら
れ
る
か
ら
、「
日

本
」
の
国
号
は
大
宝
令
の
撰
定
期
に
中
国
を
意
識
し
て
つ
く
ら
れ

た
と
解
す
る
こ
と
も
、
一
方
で
可
能
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
三
章
で
は
、
王
言
（
天
皇
の
命
）
の
倭
語
で
あ
る
ミ
コ
ト
、

オ
ホ
ミ
コ
ト
、
ミ
コ
ト
ノ
リ
の
漢
字
表
記
の
用
例
を
、
東
ア
ジ
ア

諸
国
の
王
言
の
表
記
と
比
較
し
て
、
そ
の
特
質
を
述
べ
て
い
る
。

史
料
を
博
捜
し
、
多
く
の
事
例
を
挙
げ
て
自
説
を
展
開
し
て
お
り
、

説
得
力
が
あ
る
。
第
四
章
で
は
東
京
国
立
博
物
館
法
隆
寺
宝
物
館

保
管
の
小
金
銅
仏
の
甲
寅
年
光
背
銘
に
見
え
る
王
延
孫
に
つ
い
て

考
察
。
甲
寅
年
を
五
九
四
年
、
王
延
孫
を
百
済
系
渡
来
人
と
推
定

し
、
法
隆
寺
伝
存
の
「
甲
午
年
銘
銅
板
造
像
記
」
の
徳
聡
法
師
ら

三
僧
（
百
済
系
フ
ミ
ヒ
ト
の
大
原
史
の
出
身
）
を
、
王
延
孫
の
子

孫
に
あ
た
る
人
物
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
。
評
者
も
百
済
系
の
王

姓
フ
ミ
ヒ
ト
の
中
に
、
楽
浪
・
帯
方
両
郡
の
遺
民
の
流
れ
を
く
む

中
国
系
の
王
氏
や
そ
の
冒
称
者
（
百
済
人
）
が
存
し
た
事
実
を
指

摘
し
た
こ
と
が
あ
り
、
川
崎
氏
の
説
に
は
基
本
的
に
賛
成
で
あ
る

が
、
フ
ミ
ヒ
ト
を
中
心
に
王
姓
の
渡
来
人
が
少
な
か
ら
ず
認
め
ら

れ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
王
延
孫
と
大
原
史
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
な
お
検
討
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
五
章
で
は
同
じ
く
法
隆
寺
宝
物
館
に
あ
る
阿
弥
陀
三
尊
像
台

座
背
面
の
「
山
田
殿
像
」
銘
に
つ
い
て
検
討
す
る
。「
殿
」
の
用

例
に
も
と
づ
き
、「
山
田
殿
」
は
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
の
邸
宅

も
し
く
は
石
川
麻
呂
本
人
を
指
す
尊
称
と
み
、
阿
弥
陀
三
尊
像
は

石
川
麻
呂
の
念
持
仏
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
論
拠
と
し

て
、
七
世
紀
半
ば
の
日
本
に
す
で
に
阿
弥
陀
信
仰
が
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
、
さ
ら
に
山
田
寺
第
七
次
調
査
に
お
い
て

出
土
し
た
木
簡
削
屑
の
「
見
」、「
悪
」、「
身
」、「
城
」
の
四
字
が

浄
土
三
部
経
の
『
観
無
量
寿
経
』
の
経
文
に
見
え
る
こ
と
を
指
摘

し
、
石
川
麻
呂
の
周
辺
で
『
観
無
量
寿
経
』
に
関
わ
る
仏
事
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
量
す
る
。
鮮
や
か
な
論
証
で
、
従
う
べ
き

見
解
と
思
わ
れ
る
。

第
三
部
は
天
平
期
の
仏
教
に
関
す
る
多
様
な
側
面
に
注
目
し
、

宗
教
史
的
な
観
点
か
ら
そ
の
実
態
や
意
味
を
考
察
し
た
論
考
五
篇

を
収
め
る
。
第
一
章
で
は
玄
昉
の
教
学
に
つ
い
て
論
究
し
、
そ
の

発
願
書
写
経
や
留
学
時
代
の
師
で
あ
る
智
周
の
著
作
の
検
討
を
通

し
て
、
玄
昉
が
法
相
宗
の
学
統
に
属
し
、
唯
識
の
大
家
で
あ
っ
た

こ
と
を
指
摘
し
、
同
時
に
『
梵
網
経
』
や
『
華
厳
経
』
を
も
極
め
、

天
台
宗
の
智
顗
の
教
え
に
も
通
じ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
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政
治
史
的
な
関
心
だ
け
が
先
行
し
、
従
来
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る
こ

と
の
な
か
っ
た
玄
昉
の
教
学
の
問
題
に
著
者
が
あ
え
て
踏
み
込
み
、

そ
の
幅
広
い
学
識
の
実
態
を
解
明
し
た
こ
と
は
、
今
後
に
益
す
る

と
こ
ろ
大
で
、
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
二
章
で
は
天
平
七
・
九
年
に
大
流
行
し
た
疫
病
（
天
然
痘
）

に
対
し
律
令
政
府
が
と
っ
た
対
策
を
論
じ
、
こ
れ
と
関
連
す
る
平

城
京
二
条
大
路
出
土
の
「
唐
鬼
」
と
記
す
呪
符
木
簡
の
性
格
に
つ

い
て
検
討
す
る
。
該
博
な
知
識
に
裏
付
け
ら
れ
た
論
証
に
は
参
考

と
す
べ
き
点
が
少
な
く
な
い
が
、
論
点
が
多
岐
に
及
ぶ
あ
ま
り
、

全
体
に
や
や
ま
と
ま
り
を
欠
く
嫌
い
が
あ
る
。
な
お
壱
岐
嶋
で
病

没
し
た
雪
連
宅
満
（
天
平
八
年
の
遣
新
羅
使
の
一
員
）
の
こ
と
を

通
説
が
壱
岐
出
身
の
卜
部
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
す
る
が
、

著
者
が
説
く
よ
う
に
宅
満
は
旧
姓
が
壱
岐
（
伊
吉
）
史
で
あ
り
、

伊
吉
連
博
徳
を
出
し
た
河
内
国
渋
川
郡
の
フ
ミ
ヒ
ト
の
一
族
と
見

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
三
章
で
は
天
平
二
十
一
年
正
月
の
行
基
に
よ
る
聖
武
へ
の
授

戒
を
記
す
『
行
基
年
譜
』・『
行
基
菩
薩
伝
』・『
扶
桑
略
記
抄
』
の

三
書
を
検
討
し
、『
扶
桑
略
記
抄
』
が
も
っ
と
も
古
態
を
伝
え
て

い
る
と
す
る
。
つ
い
で
残
る
二
書
の
前
後
関
係
を
論
じ
、『
菩
薩

伝
』
が
『
年
譜
』
に
先
行
す
る
と
説
く
通
説
に
対
し
て
、
逆
に

『
菩
薩
伝
』
が
『
年
譜
』
に
依
拠
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
時

期
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
鑽
仰
化
が
進
み
、
聖
人
像
の
み
が
強
調
さ

れ
る
傾
向
の
あ
る
行
基
の
実
像
を
明
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
を
極

め
る
が
、
本
論
の
よ
う
な
地
道
な
考
証
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、

徐
々
に
そ
の
道
が
開
け
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
貴
重
な
論
考

と
い
え
よ
う
。

第
四
章
で
は
聖
武
の
出
家
・
受
戒
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

前
章
で
触
れ
た
行
基
に
よ
る
聖
武
へ
の
授
戒
（
菩
薩
戒
）
は
、
事

実
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
聖
武
の
「
太
上
天
皇
沙
弥
勝

満
」
の
自
称
に
も
と
づ
く
な
ら
ば
、
出
家
・
譲
位
を
望
む
彼
が
実

際
に
授
か
っ
た
の
は
沙
弥
十
戒
で
あ
っ
た
と
す
る
。
示
唆
に
富
む

斬
新
な
着
想
で
あ
る
が
、『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
に
聖
武
が
天
平

勝
宝
六
年
に
鑑
真
か
ら
菩
薩
戒
を
授
か
っ
た
と
記
す
こ
と
に
依
拠

す
る
と
、
川
崎
氏
自
身
が
一
方
で
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
行

基
の
授
戒
記
事
は
行
基
鑽
仰
の
風
潮
よ
り
発
し
た
後
の
造
作
で
あ

り
、
行
基
の
死
に
付
会
さ
れ
た
記
事
と
解
し
た
方
が
妥
当
な
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
同
様
に
『
日
本
霊
異
記
』
に
智
光
が
行
基
を
誹

謗
し
た
言
葉
と
し
て
記
す
「
行
基
は
是
れ
沙
弥
な
り
」
も
、
熱
烈

な
行
基
の
信
奉
者
で
あ
っ
た
景
戒
の
『
霊
異
記
』
に
そ
の
言
葉
が

見
え
る
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、
か
え
っ
て
信
憑
性
が
あ
り
、
行
基

が
現
実
に
具
足
戒
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
事
実
も
一
応
考
慮
し
て

み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
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第
五
章
で
は
、
天
平
勝
宝
五
年
に
来
日
し
た
鑑
真
一
行
の
入
京

ま
で
の
足
取
り
を
、
大
宰
府
・
難
波
・
河
内
国
府
・
河
内
大
橋
・

龍
田
道
と
、
旅
程
順
に
追
い
、
鑑
真
来
日
の
立
役
者
で
あ
っ
た
遣

唐
副
使
大
伴
古
麻
呂
の
履
歴
や
、
彼
の
入
京
の
道
筋
と
関
わ
る
い

く
つ
か
の
問
題
を
取
り
上
げ
検
討
す
る
。
石
山
寺
蔵
の
『
遺
教

経
』
奥
書
（
平
安
初
期
の
書
写
）
に
「
日
本
使
・
国
子
監
大
学
」

と
し
て
見
え
る
人
物
名
を
、「
羽
右
満
」
と
釈
読
し
、
阿
倍
仲
麻

呂
の
傔
人
の
羽
栗
吉
麻
呂
に
比
定
す
る
新
説
に
対
し
て
、
著
者
は

こ
れ
を
通
説
通
り
「
朋
古
満
」
＝
大
伴
古
麻
呂
と
解
し
、
天
平
五

年
度
の
遣
唐
使
に
大
学
寮
准
判
官
ク
ラ
ス
の
官
人
と
し
て
彼
が
入

唐
し
て
い
た
と
す
る
。「
傔
人
」
身
分
に
す
ぎ
な
い
羽
栗
吉
麻
呂

が
「
日
本
使
国
子
監
大
学
」
と
さ
れ
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
と

す
る
が
、
著
者
の
言
う
通
り
で
あ
ろ
う
。

鑑
真
一
行
を
難
波
で
迎
接
し
た
唐
僧
崇
道
と
行
基
と
の
関
わ
り
、

鑑
真
と
河
内
国
府
に
入
っ
た
彼
の
も
と
に
使
者
を
派
遣
し
た
藤
原

仲
麻
呂
と
の
つ
な
が
り
、
河
内
大
橋
の
架
橋
と
「
家
原
邑
知
識

経
」
の
関
係
、
外
交
使
節
を
餞
迎
す
る
ハ
レ
の
道
で
あ
り
、
仏
縁

に
関
わ
る
道
で
も
あ
っ
た
龍
田
道
の
役
割
な
ど
、
論
は
多
岐
に
及

ぶ
が
、
欲
を
言
え
ば
唐
か
ら
大
伴
古
麻
呂
の
船
に
乗
っ
て
帰
国
し
、

大
宰
府
か
ら
平
城
京
に
入
る
ま
で
、
鑑
真
一
行
に
訳
語
と
し
て
随

伴
し
た
学
問
僧
の
延
慶
（
河
内
国
の
フ
ミ
ヒ
ト
出
身
の
大
唐
留
学

生
船
連
夫
子
と
同
一
人
か
？
）
に
つ
い
て
も
、
一
言
あ
っ
て
よ

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
何
故
な
ら
、
後
に
藤
原
仲
麻
呂
家
の
家

僧
的
地
位
に
就
き
、
仲
麻
呂
の
要
請
に
よ
り
『
藤
氏
家
伝
』
下
を

著
し
た
延
慶
は
、
仲
麻
呂
の
子
刷
雄
を
伴
っ
て
帰
国
し
た
と
み
ら

れ
、
仲
麻
呂
の
側
近
で
あ
っ
た
彼
の
動
向
を
通
し
て
、
鑑
真
招
聘

に
政
治
家
仲
麻
呂
が
ど
の
よ
う
に
関
与
し
て
い
た
か
が
見
え
て
く

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
六
章
で
は
藤
原
夫
人
（
聖
武
天
皇
夫
人
、
藤
原
房
前
の
女
）

の
発
願
経
典
で
あ
る
藤
原
夫
人
願
経
に
記
す
「
内
親
郡
主
」
を
、

房
前
の
妻
の
牟
漏
内
親
王
の
こ
と
と
す
る
見
解
を
継
承
し
、
そ
の

再
検
討
を
行
う
。『
興
福
寺
流
記
』
所
引
『
山
階
流
記
』
の
引
用

す
る
「
宝
字
記
」
や
「
或
記
」
の
記
述
に
よ
り
、
牟
漏
女
王
と
藤

原
夫
人
の
母
子
関
係
を
確
認
し
、
薬
師
寺
蔵
「
仏
足
石
記
」
の

「
茨
田
郡
主
」
が
『
続
日
本
紀
』
の
叙
位
記
事
に
見
え
る
茨
田
女

王
と
同
一
人
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、「
郡
主
」
と
は

女
王
を
指
し
、
願
経
の
「
郡
主
」
は
牟
漏
女
王
と
解
す
る
の
が
ふ

さ
わ
し
い
と
す
る
。

つ
い
で
「
内
親
」
の
「
親
」
や
「
内
」
の
用
例
を
検
討
し
て
、

「
内
親
」
と
は
ミ
オ
ヤ
、
も
し
く
は
ハ
ハ
に
充
て
ら
れ
た
語
で
あ

る
と
推
定
。
願
経
は
藤
原
夫
人
が
亡
き
父
房
前
の
供
養
と
、
健
在

な
る
母
牟
漏
女
王
の
福
寿
を
願
っ
た
写
経
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。
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川
崎
氏
の
綿
密
な
論
証
に
よ
り
、「
内
親
郡
主
」
＝
牟
漏
女
王
説

は
よ
り
堅
固
な
学
説
に
な
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ

に
と
ど
ま
ら
ず
本
篇
は
、
房
前
亡
き
後
の
藤
原
氏
北
家
の
有
り
様

を
探
る
た
め
の
貴
重
な
手
が
か
り
を
与
え
た
論
考
と
し
て
も
評
価

で
き
よ
う
。

第
七
章
で
は
高
志
国
の
分
割
時
期
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
古
代

北
陸
に
お
け
る
神
仏
習
合
や
『
万
葉
集
』
に
見
え
る
講
師
僧
恵
行

の
人
物
像
と
講
師
僧
の
実
体
、
北
陸
の
在
俗
女
性
信
者
（
在
地
土

豪
層
出
身
）
の
仏
教
活
動
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
長
年
、
富

山
県
の
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
で
研
究
活
動
に
従
事
さ
れ
た
著
者
な

ら
で
は
の
手
広
く
周
到
な
目
配
り
を
随
所
に
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
、
全
体
に
蓋
然
性
の
高
い
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
。
た
だ
本

篇
で
扱
わ
れ
た
テ
ー
マ
は
い
ず
れ
も
重
要
な
問
題
ば
か
り
な
の
で
、

テ
ー
マ
の
絞
り
込
み
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
形
で
個
々
に

論
を
展
開
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
個
人
的
な
感

想
で
は
あ
る
が
、
神
仏
習
合
を
例
に
取
る
と
、
北
陸
の
神
宮
寺
の

在
り
方
を
通
し
て
、
神
仏
習
合
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
を
、
よ

り
詳
細
に
跡
付
け
て
も
ら
い
た
か
っ
た
と
い
う
願
望
が
残
る
。

付
篇
一
は
第
二
部
第
五
章
に
関
連
す
る
論
考
で
、
建
築
物
に
由

来
す
る
「
殿
」
と
「
殿
門
」
の
語
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
。
古

代
の
諸
史
料
を
詳
覧
し
、
そ
の
用
例
を
挙
げ
て
、
そ
れ
が
建
物
・

邸
宅
か
ら
邸
宅
の
主
人
や
書
簡
の
充
所
へ
と
発
展
的
に
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
。
充
所
に
尊
称
を
附
け
る

の
は
唐
で
は
な
く
六
朝
の
書
法
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
説

に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
書
法
は
唐
代
の
書
状
に
も
共
通
す
る
事

実
を
指
摘
す
る
な
ど
、
著
者
独
自
の
見
解
が
綿
密
な
論
証
と
と
も

に
提
示
さ
れ
て
い
る
。

付
篇
二
で
は
恭
仁
京
の
東
北
方
面
の
紫
香
楽
に
離
宮
と
大
仏
造

立
の
地
が
求
め
ら
れ
た
理
由
を
、『
華
厳
経
』
が
菩
薩
常
住
の
地

を
東
北
方
の
清
涼
山
（
五
台
山
）
と
す
る
こ
と
に
倣
っ
た
た
め
と

し
、『
続
日
本
紀
』
の
「
紫
香
楽
」
と
い
う
表
記
も
五
台
山
に
つ

い
て
記
し
た
『
古
清
涼
伝
』
に
典
拠
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

従
う
べ
き
見
解
と
思
わ
れ
る
。
付
篇
三
は
、
第
二
部
第
七
章
の
東

大
寺
僧
（
講
師
僧
）
の
恵
行
を
、「
唐
招
提
寺
用
度
帳
」
に
客
僧

と
し
て
見
え
る
恵
行
と
同
一
人
と
し
て
い
た
著
者
の
旧
説
を
撤
回

し
、
改
め
て
「
東
大
寺
廬
舎
那
仏
開
眼
供
養
供
奉
僧
名
帳
」（『
正

倉
院
文
書
目
録
』
五
）
に
見
え
る
二
人
の
恵
行
の
う
ち
一
人
が
東

大
寺
僧
、
一
人
が
唐
招
提
寺
僧
で
あ
る
と
述
べ
た
も
の
。

以
上
、
極
め
て
雑
駁
な
紹
介
と
書
評
を
重
ね
て
き
た
。
研
究
の

専
門
分
化
を
避
け
、
隣
接
諸
科
学
の
成
果
を
取
り
入
れ
た
総
合
的

な
見
地
か
ら
本
書
を
ま
と
め
ら
れ
た
川
崎
氏
の
意
図
と
そ
の
成
果

を
、
未
熟
な
評
者
が
ど
こ
ま
で
く
み
取
り
、
正
し
く
評
価
で
き
た
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か
は
な
は
だ
心
許
な
い
。
的
は
ず
れ
な
批
判
に
終
わ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
す
る
す
る
次
第
で
あ
る
が
、
失
礼
を
顧
み
ず
さ
ら

に
全
体
を
通
し
た
読
後
の
印
象
を
、
著
者
へ
の
要
望
と
い
う
形
で

披
瀝
す
る
な
ら
ば
、「
掌
編
小
説
」
の
名
手
で
あ
る
著
者
に
、
あ

え
て
「
長
編
小
説
」
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
に

尽
き
る
。

本
書
に
収
録
さ
れ
た
論
考
の
多
く
は
、
川
崎
氏
が
勤
務
先
の
紀

要
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
刊

行
物
と
し
て
の
性
格
上
、
当
然
書
式
や
紙
幅
に
制
約
が
課
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
、
や
む
を
得
ず
「
掌
編
」
に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な

い
場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
読
者
の
立
場
か
ら
す

る
と
、
そ
う
し
た
「
掌
編
」
で
あ
る
が
故
の
一
種
の
も
ど
か
し
さ

0

0

0

0

0

を
感
じ
る
部
分
が
、
残
念
な
が
ら
本
書
に
は
い
く
つ
か
存
在
す
る
。

言
葉
を
換
え
れ
ば
、
そ
れ
は
川
崎
説
の
真
髄
を
も
っ
と
見
極
め
た

い
と
い
う
欲
求
の
裏
返
し
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
が
。

言
う
ま
で
も
な
く
著
者
の
力
量
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
古
代
日
本

の
文
化
・
宗
教
に
対
す
る
知
見
を
述
べ
、
そ
こ
に
新
た
な
地
平
を

開
く
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
。
研
究
者
と
し
て
円
熟
期
を
迎

え
ら
れ
た
川
崎
氏
の
優
れ
た
「
長
編
小
説
」
の
完
成
を
心
待
ち
し

て
い
る
の
は
、
な
に
も
評
者
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。


